
 

定例記者会見 令和元年９月９日（月）１１時～ 

場 所 庁 議 室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

久居総合支所 地域振興課 

（電話０５９－２５５－８８４６） 

産業振興担当副参事 

脇田 久三 

 
令和元年９月９日から 津市榊原自然の森温泉保養館「湯の瀬」 

整備・運営事業に係る事業者の募集開始 

 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 

 



令和元年９月９日

令和元年９月９日から

津市榊原自然の森温泉保養館 「湯の瀬」

整備・運営事業に係る事業者の募集開始
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利用者の年間推移 （昭和６３年度～平成３０年度）

「湯の瀬」の施設整備に向けて ～施設概要～

「湯の瀬」の概要

昭和６３年８月に開設した市営の日帰り温泉施設

現在まで利用者約６０９万人、年平均約２０万人

利 用 者 の ４ ５ ％ が 市 外 か ら の 利 用

歳入・歳出の状況 （平成２６年度～平成３０年度）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

歳入
合計

５８，７６４ ６１，２１１ ５６，９１５ ５３，８０２ ４７，７８４

歳出
合計

７３，３６３ ６７，５５６ ６５，２０４ ６７，４３７ ６８，９８９

差引 △１４，５９９ △６，３４５ △８，２８９ △１３，６３５ △２１，２０５

利用者のピーク、平成５年度の２７１，１１９人
平成３０年度は、１４８，７６２人
利用者は、今もなお１５万人前後を維持
※利用料金
一般５５０円、６５歳以上２５０円、１２歳未満３００円
回数券（１２回）一般５，２００円、６５歳以上２，２００円、１２歳未満３，０００円

平成２６年度１，４５９万円の支出超過を、民間への
業務の一部委託により半減。
（平成２７年度６３４万円、平成２８年度８２８万円）
しかしながら、平成２９年度以降、度重なる修繕により、
利用者も減少、損失に歯止めがかからない状態。

人

人

単位：千円



「湯の瀬」の施設整備に向けて ～施設現況調査～
● 調査結果

建
物

躯体 概ね利用可能

施設 劣化のため 大規模改修が必要（浴槽,屋根,外壁）

設
備

機械 老朽化が著しく 取替が必要（ろ過器等）

電気 耐用年数を超え故障の可能性がある（自動制御機器類）

平
成

年
度
に
施
設
現
状
調
査
を
実
施

二大要因により、
利用客の減少が続く

関 心 表 明 を 募 集
（平成３０年６月４日～）駐車場から温泉施設まで急な坂道が

続き、不評の声が続出

29

調査結果を受けて

施設の再整備（新設又は改修）を行う際に、経常収支の損失を発生させない管理
運営が必須であり、これまでの公設公営方式にこだわらず、民設民営から公設民
営まで、あるいは温泉施設にとどまらず収益性の高い附帯施設の建設も可とする
など、広い範囲でアイデアを募集することが必要。

※ 新設又は改修は共に、温泉施設に約６億５千万円が必要

平成26年度 168,485人
▲14,599千円（直営）

平成27年度 178,098人

▲6,345千円（業務委託）

平成28年度 169,141人

▲8,289千円（業務委託）

平成29年度 163,384人

▲13,635千円（業務委託）

ろ過機修繕 ※ジェットバス

平成30年度 148,762人

▲21,205千円（業務委託）

露天風呂浴槽修繕

※人数は利用者数、金額は経常収支
損失額、（）は業務形態

故障修繕が続出



「湯の瀬」の施設整備に向けて ～関心表明の募集～

事業者を募集（令和元年９月９日～）

募集期間 平成３０年６月４日～平成３１年１月３１日

温泉施設に特化した事業者や、レストラン、カフェ、ショップ、物産販売、
キャンプ場など得意分野のある事業者

想定する
事業者

４件のＤＢＯの提案
●整備に係る資金は、津市が負担し、新施設の建設に係る設計、施工及び管理運営は
民間事業者が実施

●温泉施設と附帯施設を整備し、民間事業者の運営により集客と収益の向上を図る関心表明の
応募結果

◎民間事業者の運営による収益向上により、経常収支の損失を圧縮
さらに、津市及び榊原温泉郷の活性化への貢献を含んで提案

関心表明応募結果（民間事業者の意向）を踏まえた
施設の「設計」・「建設」・「管理運営」の実施に向けて



募集方法 公募型プロポーザル方式（募集要項による）

募集期間 令和元年９月９日(月)～令和２年２月２８日(金)

事業方式

（ＤＢＯ方式）

（津市） 設計・施工に係る資金を負担、施設を所有
（民間事業者） 設計・施工に加え、整備後の施設を管理運営

※ 供用開始後の管理運営を見据え、設計・施工段階から民間事業者の意向を反映

事業期間

 施設整備期間 【令和２年７月～令和５年１１月（予定）】

 管理運営期間 【令和５年１２月（予定）～１０年以上最長３０年】

を合わせた期間

対象業務

 調査・設計業務
 既存施設の解体撤去・処分、撤去後の整備工事
 新施設の建設工事
 管理運営業務

応募者の構成
単独事業者又はコンソーシアム（複数の事業者が役割を明確に分担し結成
する連合体）

“ＤＢＯ方式”による事業者募集 ～事業者募集の概要①～



事業の考え方

温泉施設
の整備
（必須）

 主たる利用者の高齢者の利用に配慮しつつ、休日のファミリー
層、若者の利用を促す施設とする

 市外からの利用者を維持する
 湯の瀬は現在の立地場所から高齢者等が利用しやすい場所に

移転し、新築する
 整備費用は津市が負担
 利用料金は、現在の料金（一般 550円）を維持

附帯施設
の整備
（任意）

事業者が収益を上げ、安定経営に資するための自主事業施設等
 榊原温泉郷の旅館等の経営を圧迫しない施設
 集客と収益が見込める施設
 市外からの利用者を増加する
 地域住民や地元団体との連携を図る施設運営
 整備費用は津市が負担 （供用開始後、整備費用に見合う金

額を津市に納付）

“ＤＢＯ方式”による事業者募集 ～事業者募集の概要②～



事業の考え方

地域貢献
 地域行事等の実施場所の確保
 地域との連携による施設運営 （地域との新たな取組み計画、地域イベ

ントとの連携、広報・ＰＲ活動）

経営改善
・

地域活性化

 温泉施設は、利用料等の収入を管理運営費に充てる

指定管理料は、現在の湯の瀬の経常収支の損失より低額又はゼロ

 経常利益を施設の管理運営費に充てるとともに、温泉施設、附帯
施設の整備費用に見合う金額を賃借料等により津市に納付

津市の初期費用負担により、民間事業者の参入を活性化
民間事業者のノウハウを最大限に生かし、集客・収益を向上

“ＤＢＯ方式”による事業者募集 ～事業者募集の概要③～



敷地概要

所在地 津市榊原町6101番地ほか

面積 公簿 15,529㎡ 実測 20,645.32㎡

地域指定等
都市計画区域外、用途指定なし
防火指定なし、農地法・森林法の該当なし

施設概要

施設の名称 津市榊原自然の森温泉保養館

現状の
施設構成

温泉施設、テニスコート、足湯施設、駐車場、
広場ほか

温泉施設の
概要

床面積 １，２２２．３８㎡
構造 鉄筋コンクリート造平屋建
建築年 昭和６３年７月（築３１年経過）

“ＤＢＯ方式”による事業者募集 ～事業者募集の概要④～

建設候補地

高台に位置し、駐車場
との間に大きな高低差

現在の
「湯の瀬」

建設候補地Ａ

建設候補地Ｂ

利便性の高い位置へ
移転・新築‼

※「建設候補地Ａ」を基本と
しつつ、事業者が提案

出入口



【従来方式（津市直営方式）】 【ＤＢＯ方式による可能性】

維持管理費用

使用料収入

収支損失

指定管理者の利益

収益
(利用料金収入)
(自主事業収入)

年々損失額
が拡大

※施設整備費の回収は全く不可能

ＤＢＯ方式導入による“めざす効果”

維持管理費用

津市への納付金
(賃借料相当分)

＝施設整備費の回収

収支の改善
民間事業者のノウハウによる事業の黒字化を評価
【基準】温泉施設に係る収支及び自主事業等の収支を合わせた額（運営期間の平均）

財政負担の抑制
整備費用の総額を評価 （※自主事業の整備費用は事業者負担）

【基準】調査・設計費及び建設工事費の見積金額から、津市への賃借料等に提案期間を
考慮した金額

選考審査評価基準「価格評価」



令和元年 令和２年

９月

今後のスケジュール（予定）・お問合せについて

優
先
交
渉
権
者

の
決
定
・
協
議

４月

事

業

者

募

集

７月

令和３年 令和４年 令和５年

６月

基

本

契

約

締

結

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

審
査
の
実
施

●契約の締結（調査・設計業務、建設工事）
●調査・設計業務
●新施設の建設工事
・既存施設の解体撤去ほか整備工事

●指定管理者基本協定の締結

オ

ー
プ

ン

１２月

準

備

２月末

受付窓口
津市久居総合支所地域振興課 産業振興担当
近鉄久居駅直結ポルタひさい３階（１０番窓口）

郵 送 先
〒514-1192 三重県津市久居新町３００６番地 ポルタひさい内
津市久居総合支所 地域振興課 産業振興担当

電 話 059-255-8846 又は 059-255-8851
Ｅ メ ール 255-8812＠city.tsu.lg.jp メールタイトルに【榊原自然の森】を必ず入れてください。

※受付窓口、電話のお問合せは、休日を除く午前９時から午後５時迄 （開庁日）

７月

受付・お問合せ

湯の瀬の営業 湯の瀬の閉鎖期間
※可能な限り短縮



 

定例記者会見 令和元年９月９日（月）１１時～ 

場 所 庁 議 室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

安濃総合支所 地域振興課 

（電話０５９－２６８－５５１１） 

地域振興課長 

前田 重憲 

 
令和元年９月９日から 津市安濃交流会館「あのう温泉」 

諸室の利活用促進に係る事業者の募集開始 

 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 

 



諸室の利活用促進に係る事業者の募集開始

津市安濃交流会館 「あのう温泉」

大広間外観

令和元年９月９日

諸室

令和元年９月９日から



安濃交流会館の利活用促進に向けて

施設の課題・問題点

民間事業者と連携した安濃交流会館「あのう温泉」

の活性化に向け、平成３０年度に関心表明を募集

昭和４７年７月
当時の安濃村が安濃村社会福祉センターを新築整備
～住民の健康増進、福祉の向上、歴史的文化の継承、
住民交流促進の場として設置～

平成１７年１０月
安濃交流会館として整備し、併せて会館内に温浴施設
「あのう温泉」を開設

増改築 【２回】

●利用者からの施設改善の声
●採算性の確保
●施設の再利用・付加価値化



関心表明の募集結果
平成３０年９月～

平成３１年２月
安濃交流会館「あのう温泉」施設整備に係る
関心表明を募集

４者から関心表明申出書 （意見書） の提出
提案者 提案概要

Ａ
公設公営による運用形態の想定の中、交流会館の維持管理業務を一元管理
して行うことで、管理経費の削減を図ろうとする提案

Ｂ
交流会館の諸室を活用して、各種事業を実施することで新たな来場者を
増やすとともに、地域の担い手を見つけ育てる取組等を通じて、まちづくり
の活動拠点とする提案

Ｃ
交流会館の諸室を活用して、各種事業を実施することで新たな来場者を
増やし、健康増進の観点から地域の拠点づくりを目指す提案

Ｄ
交流会館内の旧郷土資料館を多目的スペースとして、サークル活動や
交流イベント等、様々な用途に活用することで、来場者の増加につなげよう
とする提案



事業手法の検討

平成３１年４月２５日（木） 第１回 安濃交流会館整備事業検討懇話会

令和元年５月３１日（金） 第２回 安濃交流会館整備事業検討懇話会

関心表明の内容及び懇話会での意見を踏まえて、
安濃交流会館整備に係る事業手法を検討

【利用者の拡大とともに、住民の一層の地域交流や健康増進が図られる施設へ】

あのう温泉の利用者増へ 公的負担の抑制へ

まちづくりや健康増進などに係る活動拠点として活用することを基本に、

諸室を利活用する貸付事業者を公募

諸室（空き部屋）の有効活用を図る！



安濃交流会館諸室の利活用①

②

①

旧郷土資料館
（181㎡）

大広間・和室
（176.06㎡）

③④

⑤⑥

⑦⑧⑨

⑩⑪

： 多目的スペース （公営） 【①、②】

： 貸付け （公募） 【③～⑪】

１階平面図

２階平面図

安濃交流会館平面図

浴室



安濃交流会館諸室の利活用②

公
営

１階

４室
【③～⑥】

安濃交流会館

貸
付
け

公
募

１階

５室
【⑦～⑪】

２階 貸付事業者は、賃借料
を市へ納入

全９室

全２室

まちづくりや
健康増進の
活動拠点へ

新たな誘客
を図る

温浴施設の
利用者増へ

大広間・和室
旧郷土資料館

●各スペースを活用し、温泉利用者の
利便性向上を図り、地域交流に資す
るイベントを随時開催

●イベント開催時以外の活用方法
・大広間・和室…休憩スペースに開放
・旧郷土資料館…卓球台を設置等

諸室を利活用する
貸付事業者を公募



貸付事業者 公募の概要

安濃交流会館利活用促進に係る賃貸借事業者の募集件名

令和元年９月９日（月）募集開始日

諸室を利活用したまちづくり等に関心のある民間

事業者 ※法人、個人事業主、団体等を含む
募集対象

スケジュール

公募型プロポーザル方式募集手法

利用者拡大や地域交流拠点としての運営に資する
諸室の利活用及びイベントの実施

事業内容

令和元年１０月３１日…貸付事業者の募集締め切り
審査委員会の開催
貸付事業者の決定

令和２年 ４月 …貸付事業者による事業開始予定

１１月



受付窓口・お問い合わせ先について

ご応募をお待ちしています！

受付窓口
津市安濃総合支所
地域振興課総務担当

電 話 059-268-5511

Ｅ メ ー ル 268-5511@city.tsu.lg.jp
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	（確認済）第１号様式　02　令和元年９月９日から津市安濃交流会館「あのう温泉」諸室の利活用促進に係る事業者の募集開始
	02　ＰＰ　令和元年９月９日から　津市安濃交流会館「あのつ温泉」諸室の利活用促進に係る事業者の募集開始（広報課修正）



